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【学校教育目標】
ふるさとを愛し 心豊かで たくましく 共に学び合う 生徒の育成

《身に付けたい資質・能力》 相互理解・共感力 伝え合う力 考動力

新しい年（２０２４年）が明け、いよ
いよ球磨中学校最後の学期（３学期）が
始まりました。１月９日（火）の始業式
では、学年代表の大岩凌さん、毎床さく
らさん、大瀬暖人さんが冬休みの思い出や３学期、新年度への抱負を発表してくれました。それぞ
れの立場で語る姿はやる気に満ちあふれていました。
※新年早々、石川県の能登半島では地震が起こり、甚大な被害を受け、多くの人の命も奪われま

した。始業式に先立ち、黙祷で哀悼の意を表しました。また、保護者の皆様には、支援金の募金に
ついてもお願いしている最中です。本村での災害に際し、多大な支援を受けたものとしてできる範
囲で結構ですのでご協力いただければ幸いです。よろしくお願い致します。

１月１２日（金）には、生徒会 専門委員長の交代式を行いま
した。旧専門委員長であった馬場風熙さ
ん（代議員長）、多方佑弥さん（図書委員
長）、槻木心優さん（給食委員長）、吐合誠
志朗さん（体育委員長）、平野優姫さん（保
健委員長）、佐々木美音楽さん（情報委員
長）、岩竹晟羽さん（環境委員長）に青山
仁紀さん（旧生徒会長）より感謝状が贈ら
れました。そして、新専門委員長として、
岩崎明生さん（代議員長）、毎床優月さん
（図書委員長）、松野真与さん（給食委員
長）、齊藤紬さん（体育委員長）、境目奏那
さん（情報委員長）、友尻玲勇さん（環境
委員長に水篠聖良さん（新生徒会長）より
委嘱状が交付されました。先輩方の意思を引き継ぎ、球磨清流
学園開校に向け、新たな取組にも挑戦してほしいと思います。

本村は、令和４年度から、Google Japanの教育部門であるGoogle for Educationパートナー
自治体プログラムへ参画し、学校ＩＣＴ教育の促進のため支援をいただいています。その一環とし
て渡小、一勝地小の６年生と本校の１年生、合計４７名を２グループに分け、Google for Educa
tionの２名の講師の方に出前授業をしていただきました。一人一台のタブレット端末を貸与してい
ただいていますので、それを使い、カード作成をしました。小中連携事業や乗り入れ授業も球磨清
流学園開校へ向けて進めていますが、今回の企画も一つの
学校となる先行的な取組として楽しい交流ができました。

昭和５２年に渡中、神瀬中、一勝
地中、高沢中の４校が統合し、球
磨村立球磨中学校が開校して４７
年、その歴史に幕を閉じる時がや ２月の行事
ってきます。学業もさることなが １日(木)；公立高校前期(特色)選抜
ら、運動部活動では他種目にわた ５日(月)～７日(水)；;３年期末テスト
り、県、九州、全国大会で活躍し ７日(水)；全校クラスマッチ
た卒業生を多く輩出してきまし ８日(木)；避難訓練(不審者対応)
た。閉校を記念し、右の計画で、 ９日(金)；くまむら挨拶の日
閉校記念式典を地域一丸となって １３日(火)；７年生進級説明会
執り行います。本来なら地域の皆 １４日(水)～１６日(金);1，2年期末テスト
様にも多くのご出席を賜りたいと １６日(金)；３学年ＰＴＡ
ころですが、限りがありご了承い ２２日(木)；読み聞かせ
ただければと思います。式典の様 ２４日(土)；球磨中学校閉校記念式典
子につきましては何らかの形で地 ２７日(火)；２年立志式・学年ＰＴＡ
域の皆様方にもご紹介できればと ；１年授業参観・学年ＰＴＡ
考えています。 ※都合により変更もあります。
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